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〔巻頭〕 脳と神経特集号のために
およそ学問の研究というものは今さら申すまでもな
く，東西，古今を向わず，そこに境界があるものではな
く，真理の探究のために，たえず進歩もし，発展すべき
ものである。
その程度はさまざまであるにしても，いずれもわれわ
れ人間というものとの関係において切っても切れないも
のである。
ことにわれわれのたずさわっている医学においてはそ
の関係は最も深い。われわれ医学研究者の終極の目的と
いうものは，やはり人間の福祉増進であり，決して家兎
や海豚などのためではない。
しかし，臨床医学研究には基礎医学というものは最も
重要なものであり，また基礎医学研究のためには，臨床
医学の知識を十分活用してこそ，真の，円満な研究がで
きるものと思う。実際的に，ことに最近では，基礎とか
臨床とかとわけることにむしろ私は矛盾を感ずるなどで
ある。両者一体となってこそ真の医学の研究がなされる
のではないかと痛感する。
本学においても最近では，この意味において，基礎医
学と臨床医学の人々が，しばしば一つの研究題目のため
に会合し，意見を互いに交換しつつあることはまことに
結構なことと思っている。
千葉医学会雑誌第 43巻 l号が発行されたのをみると，
大分内容的にも充実し，何となくしたしみ易いかっ新し
い感じを持つようになったことは，まことに喜ばしいこ
とで，編集者のご苦心に対して敬意と感謝を捧げるもの
である。何としても，この雑誌は本学の学問研究のため
の機関誌であり，国の内外へ出してもひけをとらないよ
うに発展させるべきものと思う。
一 輪清
今回は，脳特集号として発刊されることはまたまこと
に意義深いものがある。最近脳および一般神経に対する
関心が増してきたことはこれが重要性を意味するもので
もある。
臨床面では，内科学的，精神神経学的，また脳神経外
科学的に，基礎医学方面では，生理学的に薬理学的に，
また解剖学的等といろいろと詳しい研究がなされてきて
し、る。
日本学術会議においても，特に脳研究連絡委員会がも
うけられ，いろいろと研究活動がつづけられている。
本学においても，この機運の中にはいって，先般脳研
究施設がもうけられ，萩原弥四郎教授が，薬理学助教授
から新任され，まず基礎部門の教授としてはなぱなしい
発足をされた。やがて，他の基礎部門，臨床部門も設け
られることは聞もないことであろう。
この画期的な時において，基礎，臨床各方面からの輝
かしい研究の成果をまとめて，ここに千葉医学会雑誌，
脳と神経特集号ができたことは，まことに前に述べたよ
うな意味においても，意義深いことである。
この輝かしい脳特集号が発刊されたのを機会として，
本学における，この方面の研究がますます発展していく
ことを念願するとともに，またこの千葉医学雑誌が，各
種研究の発表機関として，われわれ全体，もっともっと
親しみゃすい雑誌として，よりよく利用し，ますます発
展していくように，ただ念願するのではなく，われわれ
の手で，われわれの力で立派な発展をするよう努力する
ことが，われわれに課せられた務めでもあると痛感して
やまない。
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